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さいたま市の財政

市が提供するさまざまな行政サービスは、市民の皆様に納めていただい

た税金や国・県からの支出金などによって賄われています。市では、それ

らがどのように使われているか、また、執行の状況はどうなっているかを

お知らせするため、「さいたま市の財政」を毎年2回（6月、12月）公表

しています。

今回は、平成２７年度の決算の概要と平成２８年度上半期の財政状況を

お知らせします。



さいたま市の財政

１ 平成２７年度決算の概要

◆平成２７年度は、ＣＳ９０という目標に向け、市民満足度のさらなる向上に取り組み、「総合振興

計画後期基本計画」、「しあわせ倍増プラン２０１３」及び「さいたま市成長戦略」を推進する事業

を着実に実施しました。

◆市民一人ひとりがしあわせを実感でき、誰もが住みやすいと思えるまちづくりの実現を目指しました。

◆特に、「教育」「環境」「健康・スポーツ」の分野で、本市の良さや強みを生かしながら、様々な施策

や事業の取組を効果的に行いました。

◆歳入の根幹をなす市税収入が６年連続で増加しました。決算規模は、本市誕生以来最大であった前

年度に次ぐ規模でした。また、一層のコスト削減と財源の確保に努めました。

教育、福祉、医療や道路･公園の整備など市の基本的な

サービスを行う会計で、主に市税で賄われています。

一般会計は１つしかありません。

国民健康保険や介護保険のように、特定の収入をもって

特定の支出に充てるため、一般会計と区別する必要があ

る事業の会計。さいたま市には１６の会計があります。

民間企業と同じように、基本的には事業収益で賄われて

いる会計。さいたま市には、水道事業、下水道事業、病

院事業の３つの会計があります。

教育 福祉 土木

国民

健康

保険

介護

保険

都市

開発

水道

事業

病院

事業

など

など

下水道

事業

歳入 ４，５８５億円

歳出 ４，４８０億円

歳入 ３，１８７億円

歳出 ３，１５２億円

収入 ９４８億円

支出 １，０６８億円

歳入（収入） ８，７２０億円

歳出（支出） ８，７００億円

決算の特徴

決算の総額
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④都市基盤・交通 自転車ライフを楽しめるまちへ

自転車政策事業 【決算 5億438万円】

自転車に関する各施策を体系的に取りまとめた「さいたま自転車まちづくりプラン～さいたま

はーと～」を策定し、「さいたま自転車のまち構想」の実現に向けた取組を推進しました。

さいたま市の財政

主な事業

②健康・福祉 新待機児童ゼロプロジェクト～保育所定員の大幅増～

特定教育・保育施設の整備 【決算 22億7,484万円】

保育所等利用待機児童を解消するため、保育所等を整備する社会福祉法人等に対し

て補助金を交付し、定員を1,530人増やしました。

③教育・文化・スポーツ

市民マラソン・国際女子マラソンの開催で「日本一スポーツで笑顔あふれるまち」へ

さいたまシティマラソン事業 【決算 1億5,014万円】

11月15日（日）に、リオデジャネイロオリンピックの女子マラソン代表選手
選考会を兼ねた「第１回さいたま国際マラソン」を開催しました。（参加申

込者数：9,899人）

①環境・アメニティ

低炭素に暮らす都市へ～水素をエネルギーとする自動車の普及～

環境未来都市推進事業・次世代自動車・スマートエネルギー特区推進事業

【決算 1億7,887万円】

電気自動車普及施策「E-KIZUNA Project」を推進するとともに、市の支援により県内初
のオンサイト型商用水素供給施設（ハイパーエネルギーステーションＳ）を開設し、災

害時にもエネルギー供給が可能なハイパーエネルギーステーションを整備しました。

⑥安全・生活基盤 安心して避難ができる災害に強い都市へ

（仮称）北袋１丁目防災公園整備事業 【決算 2億7,833万円】

さいたま新都心の広域防災・医療拠点を補完するオープンスペースの確保と、市民の憩い、

レクリエーションの場となる身近な公園の整備に向け、（仮称）北袋１丁目防災公園の整備

事業に関する平成27年度費用負担契約を独立行政法人都市再生機構と締結しました。

このほかにもさまざまな事業に取り組みました。

また、現場の声を政策に反映するために、市政の最前線で

ある各区役所からの提案事業にも取り組みました。

⑤産業・経済 医療ものづくりはさいたまから

さいたま医療ものづくり都市構想推進事業 【決算 4,925万円】

臨床ニーズとものづくり技術のマッチング、コーディネーターによるマッチング、市場化

支援を行いました。 （医学会出展4回、医療ものづくり道場6回、試作品開発・製品化
支援6件、メーカーとの展示・商談会2回）
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収入率
歳入 予算現額

収入済額
＝

38.1%
1848億365万円

4855億9716万円

さいたま市の財政

２ 平成２８年度歳入歳出予算の執行状況

一般会計

01,0002,0003,000
億円

予算現額

収入済額

市税

市民税、固定資産税、軽自動車税

など

国庫支出金

市の事業に対する国の負担金、補

助金など

市債

国や銀行から借り入れた資金

諸収入

他の収入に含まれない収入

地方消費税交付金

市に交付される消費税

繰入金

特別会計や基金からの繰入金

使用料及び手数料

公共施設の使用料、証明書の発行

手数料など

歳入款

説明

※予算現額は、当初予算額に補正予算額と前年度繰越額を加えた平成28年9月末の予算額を表します。

補正予算額には、9月末時点で成立していないものは含まれていません。

その他

軽油引取税交付金、地方交付税など

県支出金

市の事業に対する県の負担金、補

助金など

（収入率） （収入済額）

50.7% 1150億4327万円

34.1% 280億9751万円

0.0% 0円

11.1% 33億6004万円

18.5% 35億4994万円

56.8% 106億2112万円

0.0% 48万円

29.8% 26億260万円

70.8% 215億2869万円
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4855億9716万円歳出
支出済額

＝
支出率

予算現額 32.7%

1585億8150万円

さいたま市の財政

0 500 1,000 1,500 2,000
億円

予算現額

支出済額

民生費

障害者や高齢者の福祉サービス、

保育所、生活保護などの経費

土木費

道路、河川、公園など社会資本基

盤整備などの経費

総務費

庁舎や財産の管理、税金の徴収、

戸籍管理、選挙、統計などの経費

教育費

学校教育、生涯学習などの経費

衛生費

健康増進、疾病予防、環境保全、

ごみ処理などの経費

消防費

消防や火災予防など災害対策のた

めの経費

歳出款

説明

その他

議会費、農林水産業費など

公債費

借りたお金（市債）の返済にかか

る経費

商工費

商工業や観光の振興などの経費

（支出済額） （支出率）

679億6747万円 36.4%

258億2815万円 28.1%

803万円 0.0%

174億134万円 39.6%

160億3354万円 40.3%

122億29万円 32.1%

112億4911万円 70.2%

63億9570万円 39.9%

14億9787万円 36.2%
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さいたま市の財政

特別会計

051015202530

予算現額

収入済額
会計名

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

母子父子寡婦福祉資金貸付事業

食肉中央卸売市場及びと畜場事業

用地先行取得事業

大宮駅西口都市改造事業

東浦和第二土地区画整理事業

浦和東部第一特定土地区画整理事業

南与野駅西口土地区画整理事業

指扇土地区画整理事業

江川土地区画整理事業

南平野土地区画整理事業

大門下野田特定土地区画整理事業

公債管理

1006001,1001,600
億円

（収入率） （収入済額）

37.3% 503億558万円

22.6% 48億3246万円

39.6% 311億680万円

45.4% 3043万円

15.3% 5368万円

0.0% 0円

8.3% 1億6670万円

1.1% 2685万円

6.0% 1億8155万円

2.9% 4342万円

15.0% 1億3549万円

20.0% 1億1331万円

1.4% 28万円

12.0% 1727万円

12.1% 101億5735万円
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会計名

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

母子父子寡婦福祉資金貸付事業

食肉中央卸売市場及びと畜場事業

用地先行取得事業

大宮駅西口都市改造事業

東浦和第二土地区画整理事業

浦和東部第一特定土地区画整理事業

南与野駅西口土地区画整理事業

指扇土地区画整理事業

江川土地区画整理事業

南平野土地区画整理事業

大門下野田特定土地区画整理事業

公債管理

さいたま市の財政

0 5 10 15 20 25 30

予算現額

支出済額

100 600 1,100 1,600
億円

（支出済額） （支出率）

614億2381万円 45.6%

75億1085万円 35.2%

305億6764万円 38.9%

1977万円 29.5%

1億1472万円 32.6%

0円 0.0%

3億2114万円 16.0%

3億2798万円 13.8%

8427万円 2.8%

2億6472万円 17.6%

1億8266万円 20.2%

8851万円 15.6%

596万円 29.8%

1205万円 8.4%

341億8254万円 40.7%
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※市民一人当たりの歳出の額を、目的別で金額の多い順に並べています。

※平成28年10月1日現在の人口（1,279,788人）を基に算出（以下同様）

都市計画税

市たばこ税

事業所税

軽自動車税

その他

13,805円

6,239円

3,413円

907円

3円

177,174 円

さいたま市の財政

３ 平成２８年度予算の使い方と市税負担

民生費

145,823円

歳出（一般会計）を、

市民一人当たりに換算すると、

379,435 円

市税負担の状況

71,879円

土木費
２

38,387円

公債費
３

34,327円

総務費
４

31,053円

教育費
５

29,697円

衛生費
６

12,529円

商工費
７

12,511円

消防費
８

3,229円

その他

市税を、市民一人当たりに換算すると、

市民税

88,703円

固定資産税

64,104円

市民一人当たりの予算の使われ方

農林水産業費

議会費

労働費

予備費

災害復旧費
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単位

㎡
㎡

件
円
円

点
円

※物品については、取得価格が1点100万円以上の

　備品の年度末現在高のみ掲載対象としています。

（単位：千円）

公
有
財
産

立木

不動産の信託受益権

出資による権利
有価証券
無体財産権
動産
物権

1,636,407,715

3,761

3,234,276,670

7,274.00

267,972.98

9,685,115,136

668,389,869

平成28年
4月～9月
借入額

27,999,434
892,400

0
0
0

28,891,834

414,998,778

平成28年3月末
現在高

15,144,347
56,995,667

合　　　計

9

5,783,586
29,910,465

平成28年9月末
現在高

422,761,900
14,581,726
54,671,482
1,491,631

173,864,499
667,371,238

平成28年
4月～9月
償還額

20,236,312
1,455,021
2,324,185水道事業

病院事業

下水道事業

1,602,992
179,648,085

111,361

会計

企
業
会
計

一般会計

特別会計

区分 ９月末現在高

なし

物品
債権

なし

さいたま市の財政

４ 財産、地方債及び一時借入金の現在高

財産

地方債

一時借入金

その他の財産

31,173,344.41㎡

土地

2,617,744.45㎡

建物

71,615,950千円

基金

平成２７年度下半期に引き続き、平成2８年度上半期における借入れはなく、平成28年９月

末現在の残高はありません（一時借入金は金融機関からの借入れを指し、基金や会計間の繰替

運用によるものは含みません。）。

2677 2653 2617 2568 2495 2483 2451 2481 

1,152 1,361 1,511 1,680 1,823 1,941 1,979 1,981 

3,829 
4,014 4,128 4,248 4,318 4,424 4,430 4,462 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

市債残高（臨時財政対策債除く） 臨時財政対策債残高

（単位：億円）

（参考）市債残高の推移

※平成2７年度までは決算額、平成28年度は見込額
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（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

　下水道総合地震対策計画に基づき、緊急輸送道路下の管
きょ等重要な幹線の対策を優先的に実施し、老朽化した施
設については、予防保全の観点から計画的な改築更新を実
施しました。
　また、老朽化した中継ポンプ場等の予防保全を図るた
め、長寿命化対策として改築更新を実施しました。

40,337,985千円

下水道汚水事業 4,308,141

571,375
市民に安心で、安定した医療の提供と、医療機
能の強化を図るため、救命救急センター設置を
含めた施設整備を実施しました。

市立病院エネルギーセンター更新ESCO事業 300,000

決算額

水道施設整備事業 6,971,380

安定した医療機能を確保するため、老朽化した
市立病院のエネルギーセンターについて、
ESCO事業を導入しながら更新しました。

質の高い医療の提供及び病院機能拡充のため、
血管造影装置更新等の機器整備を行いました。

　未整備地区については、さいたま市生活排水処理基本計画で定め
た合併処理浄化槽との役割分担により、事業効率が高い区域の下水
道整備を推進しました。

下水道浸水対策事業 5,575,793
　浸水被害の軽減を目的とした雨水管、貯留施設等のハード対策を
引き続き実施するとともに、市民の自助及び共助の促進を目的とし
たソフト対策を行いました。

市立病院高度医療機器整備事業 412,523

　水の安定的な供給を図るための施設整備
を推進しました。

50,463,695千円

16,009,882千円決算額

決算額

市立病院施設整備事業

下水道施設老朽化対策事業 2,451,780

さいたま市の財政

５ 公営事業の状況

基本方針

１．計画的な事業の推進

限られた財源で十分な投資効果が得られるよう、効率性の

確保や計画的な下水道事業の推進を図ります。また、下水道

施設の維持と安定的なサービス提供のため、計画的な維持管

理事業の推進も図ります。

２．経営の健全化への取組の推進

事業全般について点検や見直しを行い、経費の削減を図

り、一般会計からの繰入金に依存しない独立採算の経営に向

けた様々な取り組みを推進します。

平成2７年度決算の概要

基本方針

水道事業では、昭和１２年（１９３７年）の給水開始以来、

６期の拡張事業を重ね、ほぼ１００％の普及率となっています

が、普及率が著しく向上した高度経済成長期に建設した多くの

施設の老朽化が進み、大規模更新や耐震化対策等の強化が不可

欠となっています。また、多様化する市民ニーズに対応した

サービスの向上も必要となっています。

一方、これらの事業の財源となっている水道料金収入は、節

水型機器の普及などにより減収傾向にあり、財源の確保が課題

となっています。

水道局では、このような時代や環境の変化に対応するため、

「安全、強靭、持続」を観点として平成２６年１２月に改訂し

た水道事業長期構想に基づき効率的、効果的な事業運営に努め

ていきます。

平成2７年度決算の概要

本市唯一の公立病院であるさいたま市立病院は、地域にお

ける基幹的な公的医療機関として、地域医療の確保のため重

要な役割を果たしていますが、全国的に公立病院を取り巻く

経営環境や医療提供体制の維持が極めて厳しい状況となって

いることから、中期経営計画に基づいた、医療機能の充実と

健全経営の確立を図る必要があります。

また、施設及び設備が老朽化しており、安定した医療提供

体制の維持と、医療機能を強化するために、施設の更新を行

い、地域がん診療連携拠点病院として質の高い医療の提供

や、高度医療機器の整備、緩和医療を含めた診療体制の充実

などを図っていく必要があります。

平成2７年度決算の概要

下水道事業

病院事業

水道事業
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（単位：千円） （単位：千円）

資産
（１）固定資産
（２）流動資産

負債
（１）固定負債
（２）流動負債
（３）繰延収益

資本
（１）資本金
（２）剰余金

収益
うち営業収益

費用
うち営業費用

整理勘定（中間勘定）

（単位：千円） （単位：千円）

資産
（１）固定資産
（２）流動資産

負債
（１）固定負債
（２）流動負債
（３）繰延収益

資本
（１）資本金
（２）剰余金

収益
うち営業収益

費用
うち営業費用

整理勘定（中間勘定）

（単位：千円） （単位：千円）

資産
（１）固定資産
（２）流動資産

負債
（１）固定負債
（２）流動負債
（３）繰延収益

資本
（１）資本金
（２）剰余金

収益
うち営業収益

費用
うち営業費用

整理勘定（中間勘定）

12,780,771

12,777,050

3,812,647

2,056,719

820,690

科目 金額

6,766,812

科目

14,246,533

一日平均汚水処理水量（㎥） 384,093 372,495 97.0%

130,399,359 汚水処理水量（㎥） 70,289,047 68,166,540 97.0%

前年同期 当期 増減率
131,220,049 汚水処理戸数 476,485 487,667 102.3%

276,522,374

168,008,549

8,759,791

99,754,034 項目

16.3%
6,290,551 資本的収支 737,805 2.8% 11,484,127 29.1%

405,593,958 収益的収支 13,451,234 52.6% 3,956,704

収入 支出
411,884,509 執行額 執行率 執行額 執行率

6,686,274 一日平均外来患者数 965.2 952.8 98.7%
203,195

外来患者数 118,718 117,198 98.7%

101.1%

6,891,004 結核病床 5.2 7.6 146.2%

6,959,376
一日平均入院患者数

一般病床 442.9 447.9

101.1%

1,188,403 結核病床 950 1,390 146.3%

8,239,316
入院患者数

一般病床 81,045 81,967

前年同期 当期 増減率
9,427,719 病床数 567 567 100.0%

6,050,694

3,998,798

822,754

1,229,142 項目

45.1%
5,071,662 資本的収支 0 0.0% 2,728,545 72.6%

10,396,120 収益的収支 6,968,992 45.7% 6,880,974

収入 支出
15,467,782 執行額 執行率 執行額 執行率

14,479,386

14,428,096

7,513,060

6,833,452

金額

390,080

一日平均給水量（㎥） 359,062 358,676 99.9%

101,491,732 給水量（㎥） 65,708,430 65,637,630 99.9%

増減率
115,738,265 給水件数 578,575 586,218 101.3%

93,392,724

55,931,786

6,334,451

31,126,487 項目

4,826,038

6,200,357

科目 金額 収入 支出
215,707,235 執行額 執行率 執行額 執行率
195,749,192 収益的収支 15,623,167 47.9% 7,964,616

29.7%
29.3%

19,958,043 資本的収支 132,913 3.3%

前年同期 当期

さいたま市の財政

経理の概況（平成２８年度上半期）

事業の概況（平成２８年度上半期）

経理の概況（平成２８年度上半期）

事業の概況（平成２８年度上半期）

経理の概況（平成２８年度上半期）

事業の概況（平成２８年度上半期）
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